
議案第8 1号

三朝町職員の給与に関する条例の一部改正について

次のとおり三朝町職員の給与に関する条例の一部を改正することについて･地方自治法(昭和2 2年

法律第6 7号)第9 6条第1項の規定により､本議会の議決を求める｡

平成15年11月25日

三朝町長　　吉　田　秀　光

平成1 5年1用25日原審可決

三朝野鼠食議長恩井　草

三朝町条例第　　号

三朝町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例

第1条　三朝町職員の給与に関する条例(昭和28年三朝町条例第25号)の一部を次のように改正するo

次の表の改正前の欄中下線が引かれた部分(以下｢改正部分｣というo )に対応する同表の改正後

の欄中下線が引かれた部分(以下｢改正後部分｣という｡ )が存在する場合には､当該改正部分を当

該改正後部分に改める｡

第1条～第8条　略

(扶養手当)

第9粂　略

2　略

3　扶養手当の月額は､前項第1号に該当する扶

養親族については13,500円､同項第2号から第

5号までの扶養親族(次条において｢扶養親族

たる子､父母等｣という｡ )のうち2人までに

っいてはそれぞれ6, 000円(職員に扶養親族で

第1条～第8条　略

(扶養手当)

第9条　略

2　略

3　扶養手当の月額は､前項第1号に該当する扶

養親族については14,+00q巴､同項第2号から第

5号までの扶養親族(次条においてr扶養親族t

たる子､父母等｣という｡ )のうち2人までに

っいてはそれぞれ6, 000円(職員に扶養親族で



ない配偶者がある場合にあってはそのうち1人

につい<は6･500円､職員に配偶者がない場合

にあってはそのうち1人については11,000円)

･その他の扶養親族については1人につき

5,000円とする｡

4　略

第10条～第18粂　略

(期末手当)

第19条　略

2　期末手当の額は､期末手当基礎額に､ 6月に

支給する場合においては100分の155､ 12月に支

給する場合においては100分の145を乗じて得た

額(管理又は監督の地位にある職員のうち別に

定めるもの(次項及び第20条において｢特定幹

部職員｣という｡ )にあっては､ 6月に支給す

る場合においては100分の135､ 12月に支給する

場合においては100分の125を乗じて得た額)に

･基準日以前6箇月以内の期間におけるその者

の在職期間の次の各号に掲げる区分に応じ､当

該各号に定める割合を乗じて得た額とするC

(1)～(4)略

3　前項の規定にかかわらず､再任用職員に対す

る期末手当の額は､期末手当基礎額に､ 6月に

支給する場合においては100分の85､ 12月に支

給する場合においては100分の75を乗じて得た

蘇(特定幹部職員にあっては､ 6月に支給する

場合においては100分の75､ 12月に支給する場

合においては100分の65を乗じて得た額)に､

基準日以前6箇月以内の期間におけるその者の

ない配偶者がある場合にあってはそのうち1人

については6, 500円､職員に配偶者がない場合

にあってはそのうち1人については11,000円)

､その他の扶養親族については1人につき

5,000円とする｡

4　略

第10条～第18条　略

(期末手当)

第19条　略

2　期末手当の額は､期末手当基礎額に､ 6月に

支給する場合においては100分の155､ 12月に支

給する場合においては100分の170を乗じて得た

顔(管理又は監督の地位にある職員のうち別に

定めるもの(次項及び第20条において｢特定幹

部職員｣という｡ )にあっては､ 6月に支給す

る場合においては100分の135､ 12月に支給する

場合においては100分の150を乗じて得た額)に

､基準日以前6箇月以内の期間におけるその者

の在職期間の次の各号に掲げる区分に応じ､当

該各号に定める割合を乗じて得た額とする｡

(1)～(4)略

前項の規定にかかわらず､再任用職員に対す

る期末手当の額は､期末手当基礎額に､ 6月に

支給する場合においては100分の85､ 12月に支

給する場合においては100分の90を乗じて得た

額(特定幹部職員にあっては､ 6月に支給する

場合においては100分の75､ 12月に支給する場

合においては100分の80を乗じて得た額)に､

基準日以前6箇月以内の期間におけるその者の



在職期間の前項各号に掲げる区分に応じ､当該

各号に定める割合を乗じて得た額とする｡

4-6　略

第19条の2以下　略

在職期間の前項各号に掲げる区分に応じ､当該

各号に定める割合を乗じて得た額とする｡

4-6　略

第19条の2以下　略



別表第1 (第3粂関係)

行　政　職　給　料　表

･職員 の区 分 佶ｲ�1級 �(ｸ��3級 的hr�5級 塗ｸ��7級 嶋ｸ��

給料月額 从ｹ{�隗｢�給料月額 从ｹ{�隗｢�給料月額 从ｹ{�隗｢�給料月額 从ｹ{�隗｢�

再 任 用 ���"�2�B�R�b�円 134,400 ���淵汎##��円 並立生娘 �����&�)¥r�円 gaELA29 ���.i�(+Xﾇﾒ�円 呈ZiB型 ���#澱ﾃ����

払j坦 俑Ij�w俚��244600 �.i�(,i.c湯�･ｦ俣3湯����ﾃ3湯�#�"ﾃC���3��ﾃc���塾生蔓延 294,300 旦姓｣遡 313,800 皇室とヱgQ aaL旦堕 343,300 �%Y�(+Yj�錬�3�bﾃ������ｦ�#湯�,H�9�ｲ�|ｨﾛ�+Xﾛ��3Srﾃ����3crﾃ3���

138,800 抹､ﾈﾛ�%R�19aLBgq �#3Bﾃc���二.三三｣三三.ニ 253,700 

14BiB些 �.i%Y�h+Y%Y�"�呈堕とヱ坦 冉饅y�ｲ�262300 

148,500 湊�ｸﾇﾒ�213,300 俚�j�8ｹ�%Y%R�三三三上.三三ヱ 270,800 

通過 又&�(ﾛ��超iLと坦 払6tﾄ#�%R�ZZ9LiqQ 

7 ��当�&w��呈ggiA29 �+H-�%S�%R�些乳量旦旦 �#ャ����旦主虹坦旦 弘些旦 

8 侭�(+Y�¥r�29EL蔓延 倅��ﾆ�%"�BZZLB堕 豚蓼蓼+X+�9�蔗��#当侭%Y%R�

9 ��s�ﾃ����210,700 俚�ﾇﾒ�285,700 �3�Bﾃ����329,500 �3S"ﾃs���:h皦,i%Y�"�376,700 旦堕と迎 

10 抹ｦ又#湯�呈抜上娘 �.hﾛ���"�29BLBgQ ����ﾃ�T2�aaむ王旦旦 

ll 抹･､ﾄ#湯�越し旦姓 兔x-�*ｹhB�迎遡 俑J8,i�"�呈壁と遡 ��ｦtﾃ涛��量旦む⊇些 

12 偃Xﾔ��ｲ�追出堕 �.i�h-�%Y%"�迎巨LBgg 俑H柧ｨﾅ��旦弘_呈堕 ��｣又#湯�迎迎 

職 ��2�iaaLB99 弗&�ﾆxﾛ��些姐 �%X益%Tﾉ�)�"�週迎 ��ｸﾛh�9�"�旦塾_担旦 ��hﾇﾒ�14 ��Dﾉ%Y�"�呈弘_呈堕 �.eｨ皦,hﾇﾒ�aa2LigA ����ﾆ涛��aZA39g �3��ﾃ涛��生とユ旦旦 

負 以 ��R�186,800 �#3Bﾃ����276,500 �3#づC���348,600 �3�"ﾃ3���櫞+Y%9%R�3�"ﾃ����坐し蔓延 405,200 皇99LigQ 鼎#bﾃ����ﾚIj�ﾉ%Y�"�eﾘ-�%Y%Y%R�CC�ﾃ����ﾛ�ﾒ�

16 ��霽ﾒ�237,200 �#��ﾃ����334,000 �3S2ﾃ3���

17 剳･迎旦 俑Hﾇﾒ�aa乙戯旦 �;倅�8�ｸﾛ��

外 �����#C2ﾃ����288,700 ��ｸﾇﾒ�壁旦L旦堕 �3澱ﾃ#���生王辿 19 剪H坐 �.i%V氾当r�呈皇室止辿 �3c2ﾃC���旦旦むZ旦旦 ��h-��)%R�

の 職 �#��剌m生呈坦 偬ﾙ?�%S湯�塾虹⊇99 俚�$��些gLi99 俚�+Xｩ��"�

21 剴#�y%R�塾も丘堕 �.i�(,i%Y�"�406,500 鼎#3c���壁も_主旦旦 

22 剴#唐ﾃ����⊇堕し蔓延 �%Uｦ氾3湯�499iB9g �?�?�ｨ蓼�2鞴�ﾘ9��C#rﾃ����

負 �#2�剏}虹生娘 �.hﾔ�%Y�"�呈Z旦L旦堕 末��ﾃ3湯�24 25 26 27 28 剴3�"ﾃ�����v汎&y%R�ﾇﾘ-陏H�2�3沸�&w��|ｩ¥y�ｲ�aEaLBg旦 進呈遡 aE9LR29 些迎 塾迎 �3sbﾃC���%Uｩ%Tﾉ�)%R��皦�9%YT2�生らヱ辿 

別表第1 (第3条関係)

行　政　職　給　料　表

職員 の区 分 ���I~ﾂ�1枚 �)hr�3級 滴ｸ��5級 塗ｸ��7級 嶋ｸ��

号蔽 从ｹ{�隗｢�給料月額 从ｹ{�隗｢�給料月額 从ｹ{�隗｢�給料月額 从ｹ{�隗｢�給料月額 

再 任 用 ���"�2�B�R�b�r��������ﾆﾂ�円 過萱山里旦 ���汎ﾄ)�"�円 主堕し旦99 ���#&v�&w��円 呈墾LBgq �����e���円 278,700 ����当��9]2�ﾇﾘﾇﾒ�3#�ﾃC���33�ﾃ����3C�ﾃC���3S�����

192LBgg �#"h9�T2�呈生Zi迎 �#c�����劉墾 297,600 迎辿 317,300 327,300 aaZL399 塾L些 356,700 量堕し旦担 375100 

139,500 ��sゅC���呈!払遡旦 没�ﾅ�#湯�256,500 �?�蓼蔬ﾈ+�+��･･ｦ��湯�#ツC���

14i9里 ��コ緜���29L_亘旦旦 �&又ﾃ3湯�塾払_蔓仝旦 

ii9iB坐 ��又ﾄ#湯�215,400 �#SRﾃ3���273,800 ��ﾈ�ﾉm｢�ﾇﾘ-�%)%R�3�S����

iaaL99g ��途ﾃ����223,300 ��t$ﾃ3睦�越し姐旦 

土色呈遡 俚�$��呈旦主iBgg 弗ﾆ�ﾅ��T2�291200 倅���ﾘ9�ｨ8h6｢��脚�3#2ﾃ����332ﾃ#���白��ﾈｩ鞆��%Uｦ末没r�3��ﾃ����3��ﾃ3���3湯ﾃs���ﾖ9�(+X皦ﾛ��

iBL39g �#�rﾃc���#�"ﾃc����弗ﾄ&t��+H+Y�ik｢�238,700 �#��ﾃs���≡.≡.二.L=.≡.≡. 299700 

iLiL999 1ZEiBgR iZaLB並 �245,200 堕し亘竣 堕し坦旦 �#モﾃ����≡.≡.=⊥｣..ど.ヱ 旦堕し些 

;迦｣皇些 星型J堕 �%Y�(鉉�"�旦些遡 351,900 

324700 

12 又&又&vr�22iLZ99 �%Xﾔ���%R�塾等J迦 鐙蓼蓼蓼�5�88h6｢���&�#湯�逃し呈些 �+��?�粨��2�?��8h6｢�3�2ﾃ����

職 ��2�過生と旦坦 ����(ﾛ��gS9i999 偬ﾙ%Tｨﾛ��aa9iB29 ��ｦ�3湯�392,400 ��沸涛湯�14 丶�ﾇﾒ�私室聖 払ｦ犯没r�iaQiBgg �%Y¥x�6ｨﾛ��aZ9iBg旦 �3湯ﾃC���鞆�ﾇﾒ�C�津�����h-纔ﾛ��墾巨L墜 431,700 437,400 生主上遡 

負 由 外 ��R�188,500 �#3bﾃ#���279,200 偬ﾘ��¥r�352,500 �3ッﾃc���#��ﾄ&w��.i%X�8ﾛ�%R�

16 ���������旦塾遡 �#�2ﾃs���337,700 �3Srﾃ3���

17 剪謐ｱLBgq ��(+Y%)%R�旦生し坐旦 �.i�ﾈ��b�

18 �245,100 �#��ﾃS���塾生Lヱ堕 �3cBﾃc���400,700 鼎�rﾃc����h+Y%Y%"�ﾛ��i�ｲ�445,000 4壁上旦堕 生む堕旦 生麺と呈塑 

19 剏ﾝ生乙遡 �#釘ﾃs���347,900 偸��4ﾉ�%"�坐も_星吐 些乙遡 

の 由 �#���29LB �3S�ﾃ#���370,400 

21 剴#湯ﾃ����aE2iigg �3s"ﾃ����生し迎 鼎#づ3���C3�ﾃ����

22 剴3��ﾃ����354,700 ��､$ﾈﾛ�%R�414,500 

負 �#2�剪U堕し塾生 ���ｦ�#湯�辺至迎 ��弗ﾃ3�%R�24 25 26ー 27 28 剴3�Bﾃ����3�bﾃ����ﾇﾔﾈ9�%Y%R��tﾄ#湯�3�"ﾃc���359,200 退避 363,800 進む主旦旦 368,400 �3��ﾃc���3�2ﾃ#���ﾇﾘﾇﾒ�≡些迎 



29 30 31 32 �� 偬ﾘﾇﾒ�3�2ﾃC����h-駛�%"�%R�蓼�8ﾇﾒ� �� �� �� 俐ID2�w��R�X��29 30 31 32 �� ��又#湯���h��b�%X益%U�T2�ﾚFtﾈ��b� �� �� ��

迎旦堕 �7兔tﾉ%Y�"�aiZiigA 偬ﾕ�ｩT2�旦Z呈L旦堕 �#埋ﾆw��aiiL;99 �33Rﾃ����

再任 用職 ��過し主旦旦 抹r�215,300 俯ｩ�dｩ�"�廻し旦坦 �#�$ﾄ#湯�迎迎 ���汎&w��

負 劔劔劔 ��



第2条　三朝町職員の給与に関する条例の一部を次のように改正するo

次の表の改正前の欄中項及び号の細目の表示に下線が引かれた項及び号の細目の表示(以下｢移動

項等｣という｡ )に対応する同表の改正後の欄中項及び号の細目の表示に下線が引かれた項及び号の

細目の表示以下｢移動後項等｣という｡ )が存在する場合には､当該移動項等を当該移動後項等とし

･移動後項等に対応する移動項等が存在しない場合には､当該移動後項等(以下｢追加項等｣という

. )を加える｡

次の表の改正前の欄中下線が引かれた部分(項及び号の細目の表示を除く｡以下｢改正部分｣とい

う｡ )に対応する同表の改正後の欄中下線が引かれた部分(項及び号の表示並びに追加項等を除く｡

以下｢改正後部分｣という｡ )が存在する場合には､当該改正部分を当該改正後部分に改め､改正後

部分に対応する改正部分が存在しない場合には､当該改正後部分を加える｡

第1条～第10条の2　略

(通勤手当)

第11条　略

2　通勤手当の垂は､次の各号に掲げる職員の区

分に応じ､当該各号に定める額とする｡

(1)前項第1号に掲げる職員　支給単位型園

につき､規則で定めるところにより算出した

その者の支給単位期間の通勤に要する運賃等

の額に相当する額(以下｢運賃等相当額｣と

いう. ) ｡_ただし､運賃等相当額を支給撃墜

塾鞄些月数で除して得た額(以下｢1箇月当

室βg)運賃等相当額｣というo )-が55,000_F]_

童超えるときは､支給単位期間につき､ 55,q

吸担旦支給単位期間の月数を乗じて得た額(

その者が2以上の交通機関等を利用するもの

として当該運賃等の額を算出する場合におい

て､ 1箇月当そりの運賃等相当額の合計額が

第1条～第10条の2　略

(通勤手当)

第11条　略

2　通勤手当の旦麹は､次の各号に掲げる職員の

区分に応じて､当該各号に掲げる額とする｡

(1)前項第1号に掲げる職員　規則で定めると

ころにより算出したその者の1塾且の通勤に

要する運賃の額に相当する額(以下｢運賃相

当額｣という｡ ) (その額が45,000円を超え

る_ときは､その額と45,000円との差額の2分

申___1 (その差額の2分の1が5,000円を超える

ときは､ 5,000円)を45,000円に加算した額)



55,000円を超えるときは､その者の通勤手当

_に係る支給単位期間のうち最も長し_I_真澄単座

期間につき､ 55,000円に当該支給単位期間の

旦数を乗じて得た額)

(2)前項第2号に掲げる職員　次に掲げる職

員の区分に応じ､支給単位期間につき､それ

ぞれ次に定める額(再任用短時間勤務職員の

うち､支給単位期間当たりの通勤回数を考慮

して規則で定める職員にあっては､その額か

ら､その額に規則で定める割合を乗じて得た

額を減じた額)

ア～ク　略

ケ　使用距離が片道40キロメートル以上些皇

ロメートル未満である職員　20,900円

三　使用距離が片道45キロメートル以上50キ

ロメートル未満である職員　21,800円

使用距離が片道50キロメートル以上55キ

_pメートル未満である職員　22,700円

と　使用距離が片道55キロメートル以上60キ

ロメートル未満である職員　23,60Q円_

旦　使用距離が片道60キロメートル以上であ

旦重畳　24,500円

(3)前項第3号に掲げる職員　交通機関を利

用せず､かつ､自動車等を使用しないで徒歩

により通勤するものとした場合の通勤距離､

交通機関の利用距離､自動車等の使用距離等

の事情を考慮して規則で定める区分に応じ､

前2号に定める額(1箇月当たりの運賃相当

額及び前号に定める額の合計額が55, 000円を

超えるときは､その者の通勤手当に係る支給

単位期間のうち最も長い支給単位期間につき

(2)前項第2号に掲げる職員　次に掲げる職員

の区分に昼五三､それぞれ次に掲げる額(再任

用短時間勤務職員のうち､ 1旦当たりの通勤

回数を考慮して規則で定める職員にあっては

､その額から､その額に規則で定める割合を

乗じて得た額を減じた額)

ア～ク　略

ケ　使用距離が片道40キロメートル以上であ

る職員　20,900円

(3)前項第3号に掲げる職員　交通機関を利

用せず､かつ､自動車等を使用しないで徒歩

により通勤するものとした場合の通勤距離､

交通機関の利用距離､自動車等の使用距離等

の事情を考慮して規則で定める区分に応じ､

運賃相当額及び前号に掲げる額の合計額｣主

の額が45,000円を超えるときは､その額と45,

000円との差額の2分の1くその差額の2分の

1が5,000円を超えるときは､ 5,000円)を45,



｣亘を岨三豊産室盤堅墜期間_里旦数を乗_ i;

三重を額) ､第1号に定める額又は前号に室

める額

旦　艶____支給単位期間に係る最初望月19

別に定める日に支給する｡

旦　垂魔王呈皇室鈴されを職員につき､離職その

飽旦塑生産塑ろ事由野生圭f=場合には､当該嘩

畳屋⊥呈給単位期間のうちこれらの事由が生ら

互選旦遡園を考慮t,_て牡に定める額を返納させ

るものとする｡

旦　主聖星型においてr支給単位期間｣と拝し通

塾重量空室給の単位となる期甲として6_笹且を

壁姐､範囲内で1箇月を単位として別に定や

互選園｣月動車等に係る通勤手当にあっては､__

1箇月)をいう｡

旦　前各項に規定するもののほか､通勤の実情の

変更に伴う支給額の改定その他通勤手当の支給

及び返納に関し必要な事項は､規則で定める｡

第11条の2-第18条　略

(期末手当)

第19条　略

2　期末手当の額は､期末手当基礎額に､ 6月に

支給する場合においては100分の140､ 12月に支

給する場合においては100分の160を乗じて得た

鶴(管理又は監督の地位にある職員のうち別に

定めるもの(次項及び第20条において｢特定幹

部職員｣という｡ )にあっては､ 6月に支給す

る場合においては100分の120､ 12月に支給する

場合においては100分の140を乗じて得た額)に

000円に加算した額) ､第1号に掲げる額又は

前号に掲げる額

旦　前各項に規定するもののほか､通勤の実情の

変更に伴う支給額の改定その他通勤手当の支給

に関し必要な事項は､規則で定める｡

第11条の2-第18条　略

(期末手当)

第19条　略

2　期末手当の額は､期末手当基礎額に､ 6月に

支給する場合においては100分の155､ 12月に支

給する場合においては100分の145を乗じて得た

額(管理又は監督の地位にある職員のうち別に

定めるもの(次項及び第20条において｢特定幹

部職員｣という｡ )にあっては､ 6月に支給す

る場合においては100分の135､ 12月に支給する

場合においては100分の125を乗じて得た額)に



､基準日以前6箇月以内の期間におけるその者

の在職期間の次の各号に掲げる区分に応じ､当

該各号に定める割合を乗じて得た額とする｡

(1)～(4)略

3　前項の規定にかかわらず､再任用職員に対す

る期末手当の額は､期末手当基礎額に､ 6月に

支給する場合においては100分の75､ 12月に支

給する場合においては100分の85を乗じて得た

額(特定幹部職員にあっては､ 6月に支給する

場合においては100分の65､ 12月に支給する場

合においては100分の75を乗じて得た額)に､

基準日以前6箇月以内の期間におけるその者の

在職期間の前項各号に掲げる区分に応じ､当該

各号に定める割合を乗じて得た額とする｡

4.-6　略

第19条の2以下　略

､基準日以前6箇月以内の期間におけるその者

の在職期間の次の各号に掲げる区分に応じ､当

該各号に定める割合を乗じて得た額とする｡

(1)～(4)略

3　前項の規定にかかわらず､再任用職員に対す

る期末手当の額は､期末手当基礎額に､ 6月に

支給する場合においては100分の85､ 12月に支

給する場合においては100分の75を乗じて得た

額(特定幹部職員にあっては､ 6月に支給する

場合においては100分の75､ 12月に支給する場

合においては100分の65を乗じて得た額)に､

基準日以前6箇月以内の期間におけるその者の

在職期間の前項各号に掲げる区分に応じ､当該

各号に定める割合を乗じて得た額とする｡

4-6　略

第19条の2以下　略

附　則

(施行期日)

1　この条例は､平成15年12月1日から施行する｡ただし､第2条の規定は､平成16年4月1日から施

行するC

(職務の級における最高の号給を超える給料月額等の切替え等)

2　この条例の施行の日(以下｢施行日｣という｡ )の前日において職務の級における最高の号給を超

える給料月額を受けていた職員の施行日における給料月額及びこれを受ける期間に通算されることと

なる期間は､別に定める｡

(施行日前の異動者の号給等の調整)

3　施行日前に職務の級を異にして異動した職員及び別に定めるこれに準ずる職員の施行日における号

給又は給料月額及びこれらを受けることとなる期間については､その者が施行日において職務の級を

異にする異動等をしたものとした場合との権衡上必要と認められる限度において､別に定めるところ



により､必要な調整を行うことができる｡

(職員が受けていた号給等の基礎)

4　前2項の規定の適用については､職員が属していた職務の級及びその者が受けていた号給又は給料

月額は､第1条の規定による改正前の三朝町職員の給与に関する条例及びこれに基づく任命権者が定

める規定に従って定められたものでなければならない｡

(委任)

5　附則第2項から前項までに定めるもののほか､この条例の施行に関し必要な事項は､別に定める｡


